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1.緒言 在り方が誌面を賑わしている。特に“健康"を求める社

現代人の健康に対する願い 1;1相当強いと言われている。 会的潮流と健康 7 ラソンランナーの実態とのギャップは

υ それは、まさしく健康が阻害されている今目的状況 逆に健康を阻害する要因ともなりかねない。我が国の健

からの脱皮として、また、将来の「健康で文化的な生活J 康マラソンランナーがより良きランニングライフを確立

を営むための権利としてとらえられる。 2)3) 4)今日、我 するためには、ランナーの実態と意識傾向を把握し、我

が国のスポーツをめぐる状況は、国民の広い層がスポー が国のランナーの課題を明確にすることが急務となって

ツに参加してきていることである。スポーツの発展は人 いる。

々を楽しませ引、健康にするだけでなく、社会発展の纂 今回、健康マラソンランナーの在り方を採る方策とし

継にもなゥている。引 て、ランナーの実態と意識傾向を国際比較しようとした。

特に運動不足による体力減退の防止や、健康の保持・ 特に今回は日米比較を試みた。日米両国のランナーが岡

地進と言った願いは、市民レベルでの 7 ラソンやジョギ 時に出場する大会として、ホノルル 7 ラソンに注目し、

ングに代表的に具現されている。全図的にジョガーが見 両国ランナーを比較することで、我が悶の健康マラソン

られ、 7 ラソン大会が盛況である。その数は、増加のー ランナーの課題を明確にしようとした。

途をたどる傾向にある。例えば、 20年前 337人の参加で

始った宵梅 7 ラソンは 1986年で第20回大会をむかえ、 I

万 5千人の定員に 3万人以上もの申込が殺到した。河口

市lマラソン(!987年11月)には 1万373人が出場し、関西

での 7 ンモス大会篠山マラソンには 1万1247人が出場、

沿道はおよそ 5万人で埋められた。日本人に人気が高い

ホノルルマラソンには海外での大会であるにもかかわら

ず、我が悶からの参加者が年h増加し、第15副大会(!98 

7年12月〉で3900人ものランナーが完走した。日本人ラ

ンナー(以下、日本人、米国人という)は全完走者の46

%、およそ、 2.2人に 1人は日本人という状態であった。

D. 方法

1 被調査者 第15回ホノルルマラソン完走者

日本人497名、米国人276名

計773名(表 1) 

表 1 国別・男女別人数

かつてフルマラソンといえば、オリンピ y クや国際大 2 調査時期 1987年12月13日-16日

会を目指しているような専門的トレーニングを積んだ選 3 調査場所 ホノルル市カピオラニ公園一帯

手が行なう苛陪なスポーツというイメージが強かった。 4 甥査方法 ホノルル市カピオラエ公園一帯?で研究

それが最近では、「健肢のためJr楽しむためJとして スタッフ 10名が日米両語の調査用紙で

受け11:.められ、実践されている。いわばマラソンに対す フィニッシャーに一問一答式函接法

るとらえ方とランナーの意識変策が進行したと見るべき (directlve Interview法)を実施

であろう U 。

しかし、このように健康マラソンが盛況であるにもか

かわらず、マラソンランナーの実態や意識傾向を分析・

考察した研究は多くない引7)。林ら引は「中高年飴者ジ

ョガーの実態調査Jを行ない、加齢と共に走る理由が

「健康Jから「自己への挑戦Jへ変化すると指摘してい

る。有吉ら引は河口湖マラソン参加者を対象に f大衆ラ

ンナーのフルマラソン完走度に関する調査研究Jを行な

い、ラ yナーの月間違行距離とレースタイム、完走率、

スピード低下の地点との関係を明らかにしている。

だが、これまでの研究で健康マラソンにおけるランナ

ーの実態と意識傾向が総指されたとは言い難い。今日、

ジョガーのランニング中における事故や鍵践 7 ラソンの

皿.結果と考察

1 ホノルルマラソンフィニッシャープロフィール日米

比較

表 2は今回調査した日米フィニ y シャーのプロフィー

ルである。

{l)体格比較

身長比較では日本人男子の平均167.90士6.22に対し、

米国男子176.51土8.29、日本人女子 156.45士5.58に対し、

米国女子162.56土6.55であった。共に平均値の差は、 o.
1%水準で有意であった。

体重比較では、日本人男子59.98士7.04に対し、米国

男子71.46士9.69、女子50.65土5.67に対し、米国54.49
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表2 ホノルルマラソンフィニッシャープロフィール日米比較----男 ナ t. 実 子
日 本 米岡 検 日 本 米国 検

回 剛健 1 S D 且 S D 定 x S D λ S D 定
儲 鼠 34.8 11.7 33.5 10.41 事 83.5 11.1 30.4 8. 0 事

長 c・117. • S.2 176.5 8.2 事申事 158.4 5.5 1・1.5 1.5 事事章

11 kr 59. • 7.04 71.4! •. S9 事事事 50.6 5.8 54.4 8.5G 事事事

同定時間 " 4" 4t 1" 01 3" 59 53 5" 29 1" 09 4" U 50 
50"22 18" 52 08"41 17"27 事事事・ 39.S7 41"15 3S"81 59"01 点事事 l 

鐙lIt 蜘 25. • 7.7 29.2 ..32 事孝章 21.5 ..4 30.4 8.7 事章

7'7 'i1~完走皮 回 2. SO 2.5 11.2 19.09 事事事 1.8 1.8 4. • 4.8 事事事

ベストタイム 3" 48 44 3" 21 41 4" 11 44 3" 51 34 . 
58・13 37・75 1l"04 51.31 章事事 21"50 38"37 。."U 4S"41 事事事

週平均ト~-:)f日数 日 4. 1 1.s 4.7 1. 50 事事事 a.75 1.7 4. 7 1. Z 事事事

E限 h・44.9 33.8 81.0 32. 1 宇章事

専門的u-，経験~ % 56.1 75.9 事事事

士8.50となり、共に0.1%水準の有意性が認められた。

体格では周知のとおり米国人が優れていた。

(2)完走時間日米比較

図ト1、図1-2に男女それぞれ完走時間別に比較を示し

た。

関 1- 1 男子完走時間日米比較

{矧位:，，) 

図 1-2 女子完走時間日米比較

{単位:，，) 

男子についてみると、 2時間台では米国人It日本人の

割合の5.5f昔、 3時間台では2fi告となった。米国人は 2

-3時間台で被調査者の過半数(56.7%)を越えるのに対

し、日本人は23.1%にとどまった。逆に 4時間台では日

本人は米国人の1.4fi昔、 5時間台では1.7Ii告となった。疋2

検定の結果0.1%水望者で有意となり、日本人完走時間の

低さが目だった。女子についてみると、 3時間台で米国

34. 3 21.0 52. 5 24.5 事事事

38. 2 82.5 事事事

It日本の6.7倍を示し、逆に 5時間台で日本は米国の1.4

倍、 6時間台で2.7倍となった。日本人女子は 3-4時

間台で被調査者の39.6%であったが、米国は71.1%を占

める結果となった。 X2検定の結果0.1%水箪の有意性が

認められた。

この結果は、男女とも日本人は建く、米国人は速いと

いえる。

平均完走時間比較では、日本人男子 4時間49分50秒22

1己対し、米国人男子のそれは 3時間59分06秒4で、 平均

50分(3秒の差が認められた (0.1%水車で有意)。

女子の場合、日本人 5時間29分39秒67に対し米国人 4

時間34分38秒68と江り、平均55分の差が見られた (0.1

%水準で有意)。男女とも日本人は米国人に比べ50分以

上多くかかっていることになる。

平均50分以上の完走時間差は表 2のフルマラソン完走

度、ベストタイム、週平均トレーニング日数、週平均走

行距隊、すなわちトレーニングの貴及び賀、期間及び頻

度の差で説明されよう。

疲れたと感じた距院は、日本人男子平均25.94km、女

子26.印刷、米国人男子29.26畑、女子30.42kmの順とな

うた。男子は検定の結果0.1%水準で、女子は 1%水噂

でそれぞれ有意であった。

(3) フルマラソン完走度及びベストタイムの日米比絞

被調査者の今回の出場完走を除〈フルマラソン経験率

は日本人男子53.1%、米国人男子75.0%、女子27.6%に

対し67.5%であうた。逆に、日本男子の46.9%、女子の

72.4%、米国男子の25.0%、女子の32.5%は初めてのフ

ルマラソン参加であった。(表 3)

表 3 フルマラソン完走度比較

---11ヨ 2困 s回以上 針 X後定

男目* 11司41.t 15'111・1 11訂i4:? 141 z・34.I!
米国 41115. • U 115.' .11・1St.Z E・Z.dr・2

子 肘 JOI " UZ 537 P<.・・1
女 目 * I1Ilu.4 Jt 111.' 151 z・14.1~

~ 11 IIT47.5 .. dr・2
子 計 131 2・ 17 1311 P<.・・2
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日本人には初出場者が多く、米国人は経験者が多かっ

司，-九。
続験者のベストタイムの平均値における日米差は男子

で 27分 ~5秒 1 、女子は 19分 12秒 9 であった。男女とも O.

1%水!fIiの有意性が認められ、フル 7 ラソン経験者のベ

ストタイムは日本に比べ米国が優位であった。

w週平均トレーニング日数及び週平均走行距離日米比

較

表 4に週平均トレーエング日数を示した。

表4 週平均トレーニング日数

-、、ー、、、 1-2回 3-4回 5-7閏 It K可量定
男 日本 54116.9 1而T35.3 15(141. i 3ZD 許U.2

米国 n 141.1 1051 54.7 192 dl'2 

子 針 n 112 251 S12 1'(.骨骨I

女 日本 14 1 24.1 51140.1 48134.1 131 許22.“
米国 3D 1 17.5 10 dl'2 

子 It 36 11 11 2U pq01 

日本は、男女ともトレーエング日数が少なく、米国は

多い傾向にあうた。男女とも 0.1%水単で有意であった。

また、平均値比較でも t検定で男女とも 0.1%水準の有

窓性が認められた。

表 5に週平均走行距離を示した。

表 5 週平均走行距離

---。-20.. 21-40k 41"以上 針 r検定

男 日本 51'1 u. d' I3tl40. .. 13(1 4L 2 121 Z‘21.0 
米国 41125.0 m115.1 111 dl.2 

子 針 71 110 251 515 P(~ODJ 

女 回一本 311 U.3 61141.2 351 25.5 137 許制.111

米国 2・IIZ.I 11113.1 6・164.1 71 dl'l 

子 It 41 14 as 215 J'(.ooi 

週あたりの走行距慨が40km以下では、男女とも日本人

の比率が高〈、 41km以上で米国人の比率が高かった。ま

た、平均値では男子 16畑、女子18kmの差があり、 t検定

の結果は男女とも 0.1%水車で有意を示した。

以上から、男女とも日本人のトレーニング日数及び走

行距離は少なく、米国人のそれは多かった。特に走行距

離では男子平均16畑、女子18kmの差が認められ、日本人

のトレーニング量の低さが目立った。

以上を詳しくみるため、完走時間と諸変畳間の相関を

求め表 6に示した。

表6 完走時間と諸変量の耳1相関

度 盤 日 本 米 国

l 年 1110.1134 0.1491 

2 身 長 0.1115** 0.2・・2念念
3 体 alo.om 0.0412 

4 鑑総t感tt距雌 0.1411事章 0.044& 

5 J，.亨;n完走度 0.1111参事 0.1111$事

6 ベ見トタイム 0.1171意志 0.7741毒事

7岡平均怜・ユ河包柏 0.11&5** O.4IlIt事

8困乎均走行lIIi随 1.1171** 1.55・3**
t-p<.・5 毒事-p<.・1

米国人はベストタイム、週平勾走行距離、週平均トレー

ニング日数の変質で完走時間との相関が高〈、日本人は

低い相関であった。このことから、米国人はトレーニン

グ経験の度合いによって完走時間が決定される傾向にあ

ったが、日本人はそうした関係は認められないことを示

した。日本人の場合、表 2にみる調査結果は、一応トレ

ーニングに励んではきたが、それは大会に出場するため

の一過性のトレーニングによるものと考えられ、ランニ

ングが生活の一部として定着していないことを示すもの

と言えよう。

(5)専門的スポーツ経験率日米比較

表 7は、ランナーの専門的スポーツ経験の有無を示し

ている。

表 7 専門的スポーツ経験の有無--有 無 It ~検定

男目* 1111 51.1 14門U.t' 335 1¥21.71 

米国 1‘.175.t n12l.1 ns ."2 

子 針 131 114 511 r(. .・I1

女 自ヨド 55111.1 "111.1 152 XM5.1 刷
米国 “181.5 141口.5 .. dl.1 

子 It UI JIJ 212 P(.OO 

専門的スポーツ経験率は日本人男子56.1%、米関人男

子75.9%、日本女子36.2%、米国女子82.5%であった。

共に米国が高率を示した。 X2検定の結果、男女とも 0.1

%水準で有意であった。この結果は、米国人の多くが専

門的スポーツ経験を持ちフルマラソンに挑戦しているの

に対し、日本人は専門的スポーツ経験のないものが多数

挑戦する傾向にあることを示した。

(6) 日米ランナーのプロフィール

以上の結果より、日米両国ランナーの平均的プロフィ

ールを措くと次のようになる。

日本人は、専門的スポーツ経験が少なく、フルマラソ

ン完走疫の低いランナーが、男子で週4.19日、女子で

3. 75日、平均3.9日のトレーニングを実施し、男子で 1

日6.4km、女子で4.9km、平均5.7kmの距離を走り、ホノ

ルルマラソンにおいて、男子は 4時間49分50秒の記録で、

女子は 5時間29分39秒の記録でそれぞれ完走したことに

なる。

米国人は、専門的スポーツ経験が聾富で、フルマラソ

ン完走度の高いランナーが、男子で週4.71目、女子で

4. 70日のトレーユングを実施し、男子で 1日8.7km、女

子で7.5畑、平均8.1kmの距雌を走り、完走タイムは男子

3時間59分06秒、女子 4時間34分38秒であった。

このように、男女ともに見られる平均50分以上の完走

時間差は、トレーニング経験(費、質、期間、頻度}の

差によるところが大きいと言える。
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表 8 ランニングの目的

¥ 前銭大会 健廠・体力 疾病治磁 ストレス 祉交・ ダイエヲト そ自他 It x検定

を目指す 叫司上 etぬ 解消 仲間UtlU eU 
男 日ヰ 5(111. 2011 10. 3 i O. 3z i 9. Ifl 4. Ifl 4. Ir-j 1. m か11.1

米国 1051 51. 51 2. u1!l. 111 dt'l 
子 It 10 101 a 55 11 
女 臼ヰ 11 4.1 10 i 52. 21 ! 11. 11111. 

米関 50111. 。I0 1・i12. 
l子肘 11 130 2 3s 

2 ランニングの目的J日米比較(表 8) 

ランニングの目的を表 8に示した。

4 i 5. 
官l

11 

151'. 
1 i 1. 
11 

健康・体力向上を目的に走るランナーは、日米両国と

も53-63%にのぼった。競技大会を目指すランナーは、

日米とも男子が女子を上回った。日本人が米国人より比

本が高いものに社交、ダイエ y トがあげられた。また、

日本人女子のストレス解消の割合が他に比べすこし高か

った。米国人は、その他の比率が少し高かったので、内

容を検討した結果、 I楽しむためj、 「楽しみのためj

が大半を占めていた。よって、日米両国ランナーは健康

・体力の向上を目的にランニングする巾で、日本人は社

交及びダイヱ y トを、米国人は楽しむことをそれぞれ目

的にランニングする傾向がうかがえた。

3 ランニングを通して獲得したものJ日米比絞

ランニング効果I!、身体に直接現れるもの、伊lえば体

力等の他に、ランナーの生活や精神に関わるものも挙げ

られよう。ランナーが獲得したと思う項目中、特に日米

聞に差が認められたものについてその割合を表 9に示し

た。

表9 ランニングを過して得られたもの日米比較

35 521 P<O，t・1
151 か4.・1

ー!1. 10 I dt'l 

11 lIt 15 

差がみられた。日米差が顕著な項目は、生きる寓ぴ、思

考力、体力、健康、忍耐力であった (0.1%水徹で有意}

一般に、日本は精神主義的文化に支えられ、スポーツ

も精神主義に陥っていると批判されるが、生きる寓び、

思考力、忍耐力、勝利、自信、チャレンジ精神等内而に

かかわる意志や感受性など、精神にかかわる項目のすべ

てで、米国は日本に比して高かった。換言すれば、米国

人はランニングによって得られる健康、体力、精神力を

より多く獲得し、ランニングのメリ y トをより多〈享受

していると言えよう。今回の結果は、日本人lと比して米

国人の方が、より多くトレーニングし、早く走り、、それ

を生活の一宮sとして定脅させている傾向にあると考えら

れる。よって、日本人のランニングライフをより堕ゃに

するためには、ランユングに対する取組みと{立問づけ会、

より厳しいものにする必要があろう。

4 rランニング継続実施上何が必要j 日米比較

質問は、スポーツ実施の必要条件と考えられる項目か

ら、 1大いにそう思う、 2ややそう思う、 3どちらでも

ない、 4あまりそう恩わない、 5全然そう思わないの 5

段階の選択肢から評定させた。(表10)。

表 10 ランニング継続実施上の必要条件の評定平均値

l¥¥ ~l 子 t 女子 t 
日 本 米 凶 検 日 本 米 凶 t~ 
x SD X SD 定 x S.D 瓦 SD 定

Hilf的余 3. 127 1. 35 3. 481 1.39 キヰ 2.97 1.18 3. 32 1.41 KS 
Il1tuWJ余 1. 92 1. 06 2. 281 1. 37 4事 1. 894 1. 02 2. 17 1.31 NS 
UI1申的余 2.350 1.14 2.834 1.38 t事事 2.11 1.09 2.821 1.33 毒事

2.894 1. 32 2.6Z 1. 45 4 2. 21S 1.18 Z.15 1. 38 毒事

3. 32 1. 22 3.14 1.3& ヰ宇宇 2. 821 1. 15 3.21 1.44 ヰ

2.114 1. 29 2. 28 1.51 KS 2.040 1. 12 2. 50 1.42 ヰ輯 2. 01 日，-J7 2.30 1.55 l聖110O. 95 z. 00 1.07 NS 

米国人は、仲間を除くすべての項目で「獲得したと思

うJ割合が日本人に比べて高かった。特に健康は米国84

%に対し日本63%、体力は米国76%に対し、日本45%と

日米の男子闘で「走れる場所、走れる環境jは有意差

が認められなかったが、他の項目の全てで有意差が認め

られた。すなわち、経済的余裕、時間的余裕、精神的余

裕、指導者・コーチ、精神力の 5項目では、日本男子が

米国男子より強く必要としている結果となった。また、

走る仲間については、米国男子が日本男子より強く望ん

でいる結果とな勺た。

日米の女子聞で、経済的余裕、時間的余裕および精神

力の 3項目については差異が認められなかった。有意差

がみられたのは、精神的余裕、走る仲間、指導者・コー
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チ、走れる場所・走れる環境の 4項目であった。 4項目 あった。男女とも 24%の差がみられた。

とも、日本女子が米国女子より強〈必要としていた。 次に男子では時間的余裕(17.7%)、経済的余俗 (14

(j窓が認められた項目中、わずかに米国男子が走るfoIl 1%) となり、女子では走れる場所・環境(22.2%) 、

1mを日本男子より必要とした他は、すべての項目で日本 走る仲間(19.4%) となった。つまり、 E1本男子は米関

人の必要度が高かった。つまり、日本人は米国人に比べ、 男子に比べ、精神的、時間的、経留守的余裕がなく、それ

ランニング実施の必要条件が満たされておらず、将来ラ らの必要性を訴えているといえる。

ンニングを継続実施する上でそれらを強〈必要とし、欲 このことから、日本人男子は、特に精神的、時間的、

求しているとみることができょう。 経済的なゆとりをとりもどすことが課題として挙げられ

次に、評定の割合をみるために、 5段階を 3段階に換 る。全体として、日本人は米国人より劣悪な条件の下で

算(1そう思う、 2どちらでもない、 3そう思わない) ランニングを実施している状態にあり、総合的な改善策

し、国別・男女別に比較した。(表11) が望まれよう。

表11より「そう思う Jについての割合比較で日米関の差

がもっとも顕著であった項目は、男女とも納神的余裕で W 総括および結論

表 11 ランニング継続実施上の必要条件

型経空:剛B 評本定
i そう思う 2どちらでもない 3 そう思 ht~ い
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今日、健康を求める社会的潮流に支えられ、ジョガー

のマラソン大会参加が隆盛を極めている。そして、ジョ

ガーやランナーの事故があいつぎ、健康7 ラソンの在り

方が問題視されている。我が固においても健康 7 ラソン

ランナーがより良きランニングライフを確立するため、

その実態と意識傾向を把狸し、諜題を明確化することが

急務となっている。

ホノルルマラソンランナーを調査、分析、考察した結

果は次のように総指することができる。

rフィニッシャーの平均約プロフィールj 日米比較

(!)日本の場合、専門的スポーツ経験者が少なく、その

トレーニング盤は少なく、フルマラソン完走皮の低いラ

ンナーが多かった。完走タイムは、男子 4時間49分50秒、

女子 5時間29分39秒であった。

(2)米国の場合、専門的スポーツ経験者が多く、トレー

エング蟹は豊富で、フルマラソン完走度の高いランナー

が多かった。完走タイム lま、男子 3時間59分06秒、女子

は4時間34分38秒であった。

2 rランニングのg的J日米比較

日米両国ランナーの過半数(53-63%) は、健康、体

力の向上を g的にランニングする中で、日本人は社交お

よびダイエットを、米国人は楽しむことを目的にランニ

ングする傾向にあった。

3 rランニングを通して獲得したものJ日米比較

米国人ランナーは日本人に比べ、トレーニング経験

(璽及び質、期間及び頻度〉が多く、 早〈走り、それ

を生活の一部として定着させている結果、ランニングに

よって得られる健康、体力、精神力を多く獲得し、ラン

ニングによるメリットを多〈享受していた。

日本人ランナーはトレーエング経験が少ないため、走

力が低く、トレーニングが生活に定着していないため、

米国人に比べ、ランニングによるメリァトを享受してい

ない傾向にあった。

4 ランニング継続実施上何が必要J日米比較

日本人男子は、精神的、時間的、経済的余裕を必要と

していた。また、日本人女子は、精神的余裕、走れる場
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所・環境及び走る仲間を必要としていた。日本人は、米

間人に比べ、ランニング実施の必要条件が満たされてお

らず、劣恕な条例ー下でのランニングを強いられており、

将来ランニングを徽統的に実施する上で、こうした問題

を解決する改許策が望まれる。

以上のことから、我が国の鍵康 7 ラソンランナーの課

題は、トレーニングの質的堕的経験を高め、トレーニン

グの生活化を目指し、臼らのランニングライフをよりシ

ビアーなものとして確立する必要があろう。そのために

は、特に今後ランニングを継続的に実胞する上で必要と

した籾神的、時間的、経済的余裕を取戻すことが大きな

課題と言えよう。
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